
成
28
年
10
月
に
開
設
し
ま
し
た
。

　
開
設
以
来
、
成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー

に
寄
せ
ら
れ
た
成
年
後
見
制
度
に
関
す
る

相
談
は
、
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
２
年
３
月
末
時
点
で
、
36
人
が
市

民
後
見
人
と
し
て
登
録
し
て
お
り
、
23
人

が
活
動
し
て
い
ま
す
。

令和 2年 11月号 10広報令和 2年 11月号 広報11

市
民
後
見
人
っ
て
？

市
民
後
見
人
っ
て
？

　

支
援
を
必
要
と
す
る
方
の
増
加
に
よ

り
、
成
年
後
見
制
度
の
需
要
が
さ
ら
に
高

ま
る
中
、
人
数
に
限
り
が
あ
る
専
門
職
以

外
の
新
た
な
担
い
手
と
し
て
注
目
さ
れ
て

い
る
の
が
、〝
市
民
後
見
人
〞
で
す
。

　
市
民
後
見
人
は
、
同
じ
地
域
に
住
む
身

近
な
存
在
と
し
て
本
人
に
寄
り
添
い
、
市

民
と
い
う
特
性
を
活い

か
し
た
き
め
細
や
か

な
支
援
が
で
き
る
と
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。

岩見沢市成年後見支援センター
〒 068-0031　岩見沢市 11条西 3丁目 1番地 9
（広域総合福祉センター 2階）　☎ 35-5210

市
民
後
見
人
に
な
る
に
は

市
民
後
見
人
に
な
る
に
は

　
〝
市
民
後
見
人
養
成
講
座
〞
を
修
了
し

た
方
が
、市
民
後
見
人
と
し
て
登
録
さ
れ
、

後
見
業
務
の
一
部
を
担
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
親
族
だ
け
で
な
く
、
地

域
の
皆
さ
ん
の
支
え
が
重
要
に
な
っ
て
き

ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
こ
れ
ま
で
の
社
会

経
験
や
知
識
を
活い

か
し
て
、
市
民
後
見
人

と
し
て
活
動
に
携
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

市民後見人養成講座
対　象　市内在住で、成年後見制度や社会貢献活動に関心があり、

市民後見人として活動する意欲のある 25歳以上の方
日　程　11 月 24 日、12 月 1 日・8日・15 日、1月 19 日・26

日、2月 2日・9日・16日（全 9回。いずれも火曜日）
時　間　午前 10 時から午後 4時 30 分（日程により若干前後し

ます）
場　所　広域総合福祉センター（11西 3）
定　員　15人（申込順）
申込・問合先　11 月 13 日㈮までに、岩見沢市成年後見支援セ

ンター（会場内）へ　☎ 35-5210

相談・連絡調整

定期的な訪問支援
（月 1回以上）

市民後見人の活動イメージ

市
民
後
見
人
の
仕
事

市
民
後
見
人
の
仕
事

　
市
民
後
見
人
は
、
主
に
２
人
一
組
で
活

動
し
ま
す
。
家
族
や
施
設
へ
の
訪
問
の
ほ

か
、
心
身
・
生
活
・
財
産
状
況
の
確
認
、

施
設
利
用
料
や
入
院
費
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス

利
用
料
の
支
払
い
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
財
産
状
況
の
確
認
や
金
銭
管
理
と
い
う

と
難
し
く
感
じ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

市
民
後
見
人
が
担
当
す
る
の
は
、
財
産
管

理
な
ど
が
難
し
く
な
い
方
で
す
。

成
年
後
見
人
の
担
い
手

成
年
後
見
人
の
担
い
手

　
成
年
後
見
人
は
、
配
偶
者
や
親
子
な
ど

の
親
族
が
担
う
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
す

が
、
親
族
自
身
の
高
齢
化
、
親
族
関
係
の

希
薄
化
な
ど
を
理
由
に
、
弁
護
士
や
司
法

書
士
、
社
会
福
祉
士
と
い
っ
た
専
門
職
な

ど
の
第
三
者
が
成
年
後
見
人
を
担
う
こ
と

が
多
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

支
援
の
拠
点
と
し
て

支
援
の
拠
点
と
し
て

　

市
は
、
市
民
後
見
人
の
活
動
支
援
や
、

成
年
後
見
制
度
の
利
用
支
援
を
行
う
〝
岩

見
沢
市
成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー
〞
を
平

　
市
民
後
見
人
は
、
市
民
後
見
人
同
士
や

岩
見
沢
市
社
会
福
祉
協
議
会
、
施
設
職
員

な
ど
、
活
動
を
通
じ
て
た
く
さ
ん
の
方
と

交
流
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
社
会
と
つ
な

が
っ
て
い
る
と
い
う
実
感
が
で
き
て
、〝
や

り
が
い
〞
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
方
も
い

ま
す
。

成
年
後
見
制
度
っ
て
？

成
年
後
見
制
度
っ
て
？

　
成
年
後
見
制
度
は
、
認
知
症
や
知
的
・

精
神
障
が
い
な
ど
で
、
判
断
能
力
が
十
分

で
な
い
方
の
生
活
や
財
産
が
守
ら
れ
る
よ

う
、
家
庭
裁
判
所
が
選
任
し
た
成
年
後
見

人
等
（
成
年
後
見
人
、保
佐
人
、補
助
人
）

が
、
本
人
に
代
わ
っ
て
福
祉
サ
ー
ビ
ス
や

施
設
入
所
な
ど
の
契
約
、
財
産
管
理
を
行

成年後見人の主な仕事
財産管理 身上監護

●預貯金通帳や証書類の管理
●所有する不動産の管理、売却
●年金や手当などの定期的な受け
取り

●家賃や公共料金、税金などの定
期的な支払い

●保険料の請求
●相続に伴う遺産分割協議　など

●病院・施設との契約
●介護・福祉サービスの利用契約
●入院費、施設利用料、サービス
利用料の支払い

●契約内容の履行の確認
●要介護認定の申請
●定期的に本人を訪問し、生活状
況を確認　など

相談件数
年度 件数

平成 28年度 37
平成 29年度 68
平成 30年度 96
令和元年度 105

本人 市民後見人
2人一組

連携

成年後見支援センター成年後見支援センター

相談支援員

身上監護

財産管理

難しい

難しい 易しい

易しい

市民後見人

弁護士など専門職弁護士など専門職

地域を支える地域を支える
市民後見人市民後見人

　〝市民後見人〟を知っていますか？
　市民後見人は、お金の管理や施設との契約など、自分自身で判断することが
難しい高齢者や障がいのある方に寄り添い、きめ細やかな支援を行います。
　今月号は、成年後見制度や身近な存在である市民後見人の活動を紹介します。
問合先　高齢介護課

受講料無料

市民後見人の支援範囲のイメージ

う
な
ど
、
法
律
的
に
保
護
・
支
援
す
る
仕

組
み
で
す
。



市民後見人として市民後見人として
夫婦で活動している夫婦で活動している

柳田さんに話を聞きました柳田さんに話を聞きました

令和 2年 11月号 12広報

柳柳
やなぎだやなぎだ
田田 光光

みつたかみつたか
高高 さんさん 柳柳

やなぎだやなぎだ
田田 真真

ま ち こま ち こ
智子智子 さんさん

手話サークルに入って
いるのですが、そこで
会員の方が受講したと
いう話を聞いて

妻に「一緒に行こ
う」と誘われたの
がきっかけです

き
っ
か
け

き
っ
か
け

社会福祉協議会で生活支援員をしていて、そ
の延長で市民後見人になりました。生活支援
員のときから、代行管理などもやっていたの
で、大変だという印象はありません。私も相
手の方が喜んでくれるのが嬉しいです

助けが必要な方は、独居や家族のいない方と考え
がちですが、家族がいても助けが必要な方はたく
さんいます。離れた場所に子どもがいても、仕事
や家族もあり帰ってくるのは難しいし、親に来て
もらうのも親の気持ちがあり難しい。子どもや家
族に代わって、地域の人が生活支援をすると、本
人も家族も幸せに暮らせると思います

先輩からは「すごく大変だった」と聞きま
したが、私の場合は、先輩たちの話をいろ
いろと聞いていたので、手続きなどがス
ムーズにできて、特に大変だという印象は
ありません。相手の方がすごく嬉しそうな
顔をしてくれるので、それが嬉しいです

若いうちにいろいろと知っておくこ
とで、老後の不安がなくなると思い
ます。市民後見人としての活動は社
会貢献になるし、幸せにつながると
思っています

活
動
し
て
み
て

活
動
し
て
み
て

「社会貢献をしているな」と思えますね。高
齢化社会に向けて、みんなが安心して暮らす
ために、少しでも役に立てて、何より喜んで
もらえるのが〝やりがい〟になっています

社会に必要とされていると感じます。
存在意義を感じることができるとい
うのが〝やりがい〟になっています

や
り
が
い

や
り
が
い

皆さん、老後のことは不安だと思い
ます。夫婦で市民後見人をしている
ことで、お互い話し合うことができ
たというのは、良かったと思います

活動するのに、パートナーの市民後見人
の都合を聞いて行動計画を立てますが、
夫婦なので行動計画が立てやすいです

夫
婦
だ
か
ら

夫
婦
だ
か
ら

高齢化社会に向け、養成講座を受けて、
知識を身に付けておくことはとても大
切なことだと思います。難しく考えず、
知識が増えることはとても良いことだ
と思うので、ぜひ参加してほしいです

難しそうに感じますが、何も難しいことはありま
せん。例えば、自分のおじいちゃんの代わりに買
い物に行ってくる。少し手を貸すというくらいの
軽い気持ちです。お金を扱うことがあり、いろい
ろと気を使いますが、それは自分のお金だって同
じです。まずは養成講座を受けてほしいです

気
軽
に
参
加
を

気
軽
に
参
加
を

※インタビューは距離を取り、マスク
を外してもらい行っています。

市内で市民後見人として夫婦で活動してい
るのは柳田さんだけで、全国的にも珍しい
とのことです
1人より 2人の方が、気持ちの面で受講し
やすいかもしれませんし、今後の生活でも
役に立つことがあるはずです
受講を迷っている方は、ぜひパートナーを
誘って受講してみてはいかがでしょうか


